
チャプター2: 最新の動向

アーキテクチャのタイプ
本セクションでは大手グローバ
ルOEMによって採用されてい
るE/Eアーキテクチャを分類し、
主要市場セグメントをモデルレ
ベルで分析します。

• イーサネットバックボーン
を伴うドメインベースの
アーキテクチャ

• 複数のCAN – シングル
ゲートウェイ

• ゾーンアーキテクチャ
ほか

詳細

マトリクス

チャプター4: 技術的なソリューション

ネットワーク
（有線 & 無線）

すでに確立されており今後も
存続すると見られるもの（例: 
LINネットワークは引き続き
大きな価値を提供する）や、
ハイパーバイザやコンテナなど
新たに採用される技術などを
含む、各技術の仕組みや、
採用による影響、普及率など
について概説します。サイバー
セキュリティソリューションも
本セクションに含まれます。
実装の規模や範囲についての
検証を踏まえ、サービス指向
アーキテクチャ確立への道筋を
示します。

ソフトウェアの仮想化

サービス指向アーキテクチャ
（SOA）

チャプター1: なぜE/Eアーキテクチャが重要なのか?

アーキテクチャの概要 本セクションでは、次世代ソリューション設計の企画段階において
E/Eアーキテクチャに関連し検討すべき要素について実際の例
などをまじえて解説します。検討すべき事項

チャプター3: 変化の要因
コネクテッド コネクテッド、自動運転、モビリ

ティシェアなどのテクノロジーの概
要、法規制面およびビジネス面
での情勢の変化についてトレンド
や事例を取り上げながら解説し
ます。

本セクションでカバーするトピック:
• 情勢の変化
• マルチスクリーン
• 5G
• リモートドライブ

自動運転

モビリティシェア

EV

メーカー

サービス

法規制

ビジネス

チャプター5: 今後の動向
アーキテクチャ戦略を
ダイアグラムで図解 本セクションでは今後のトレンドや

生まれてくるであろうソリューション
について解説します。

OEM、Tier 1、ツールセット
プロバイダー、学術研究機関、
政府機関、Tier 2などを含む
各プレーヤーの今後視点から
今後の展開を検証するとともに、
今後の主要市場の動向、
技術面での勝者および敗者に
ついて考察します。

OEM Tier 1

Tier 2 ツール

分析

今後の展開予測を
年表形式で紹介

次世代E/Eアーキテクチャの進化および
技術の牽引要因

5~10年後のユーザーのコネクテッドカー、自動運転車、モビリティに対する期待に
応えられるかどうかは、今E/Eアーキテクチャに関しどのような決定を下すかにかかって
います。 

ドメインコントローラやハイパーバイザ、OTA、ゲートウェイといった進化的な
ものからサービス指向アーキテクチャ（SOA）やイーサネットバックボーン、
ゾーンアーキテクチャといった段階的なものまで、こうした次世代テクノロジーを
未来のプレミアムおよび量産モデルに採用するかどうか、どのように採用するか、
いつ採用するか、OEMは重要な決断を迫られています。

本書「次世代E/Eアーキテクチャの進化および技術のけん引要因（仮題）」では、
新たに出現するE/Eアーキテクチャソリューションの機能、特徴、特性について、
またCASEの設計空間とどう関係するのかについて解説します。
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OEMは非常に多くの(そしてその多くは相反する)選択肢の中から適切なE/Eアーキテクチャを
選ばなければならない:

• OEM固有のソフトウェアプラットフォーム: VWは、VW Up!やAudi A8など同グループの12のブランド向けにサービス
指向アーキテクチャ（SOA）である「vw.os」を採用することを打ち出している。

• 新たな車載アーキテクチャ: GMは新たに車載デジタルプラットフォームを発表し、2023年までにほぼすべての車両に
採用することを計画している。

• ドメインコントローラ: VisteonがMBUXのマルチスクリーンに供給するコックピットドメインコントローラでは、
インフォテイメント、クラスタ、その他のドメインを単一のSoC（システムオンチップ）上で独立して動作させることが
可能。

• ハイパーバイザ: Android Automotive、Linux、RTOS（Real Time Operating System）を次世代IVIへ
統合することを検討しているOEMにとって重要な要素となる。

• AUTOSAR Adaptive: イーサネットベースのECUをセントラルアプリケーションサーバーとして使用することが可能。
また車両の全ライフサイクルを通じてアプリケーションをアップデートしたり、新たなソフトウェア機能を追加することが
できる。

• セキュアゲートウェイ:サイバーアタックを回避するうえで、スタンドアロンコンポーネントや、コネクテッドゲートウェイの
一部として、あるいはECU/DCに統合される形で今後も主要な役割を果たす。

どの選択肢を選ぶことが適切なのか?
本書ではE/Eアーキテクチャの今後の展開を分析し、
適切なアーキテクチャの選択をサポートします。




